


ご本人の思い

ご本人の様子

心構えや準備

地域の資源

支援体制

● 物や人の名前がすぐに出てこなくなる

● 置き忘れやしまい忘れがでてくる

● 会話の中で「あれ」や「それ」が増える

● ヒントがあれば思い出せる

● 夕食の段取り、家計の管理などに支障が出

● 時間や場所が分からないことが増える

● 同じことを何度も聞く

● 大事なものをどこに保管したか思い出せず

● 車をぶつけることが増える、キズが増え

● 生活リズムを整えましょう

● 水分をしっかりとりましょう

● 生活習慣病の治療は大事（特に高血圧、糖尿病）

● 人とのふれあいを大切に

● 「おかしい」「いつもと違う」と思ったら、

早めにかかりつけ医、地域包括支援センターへ

相談しましょう

● 本人の不安を和らげる接し方を工夫しましょ

（指摘、否定など気を付ける）

● 本人や家族も含めて、今後の生活や金銭管

● 医療・介護のサポートを受けましょう

認知症について勉強したい。

認知症の方との接し方を学びたい！

予防するために活動的に

過ごしたい！

物忘れが出てきた

心配だなぁ・・・

不安な時に周りから「しっかり

して！」と言われるのが苦しい。 今まで出来ていたの

に・・・。なんで？

地域包括支援センター

（市内６か所）

● 認知症について理解しよう

・認知症サポーター養成講座

・脳いきいきサポーター養成講座

・認知症に関する研修会

・公民館講座など

● 地域とのつながりを作ろう

・趣味サークル ・通いの場

・いきいきサロン ・老人会、婦人会

・健康運動事業

● 関係機関の紹介
・物忘れ外来

・認知症相談センター

・認知症初期集中支援チーム

● 地域の見守り

ちょっとした支援
・民生委員

・介護支援ボランティア

・わがまちサポーター

・シルバーヘルパー

・認知症サポーター

●総合事業サービス
・訪問型自立支援サービス

・通所型自立支援サービス

・通所型フレイル予防サービス

・通所型短期集中サービス

かかりつけ医がいない

鑑別診断

天草病院

（認知症疾患医療センター）

かかりつけ医

天草市認知症ケアパス ～住み慣れた地域で地域の方々といつまでも暮らし続け

予防 気付き 軽度

かかりつけ医がいる

● 通いの場やサロンなど集いの場に参加しましょう

認知症サポート医



認知症ケアパスとは・・・
認知症かな？と思われる症状が発生した時に、いつ、どこで、どのようなサービスを受ければよい
か、どこに相談したらいいかを分かりやすく示したものです。

理などに支障が出てくる

ことが増える

したか思い出せず、探し回ることが増える

る、キズが増える

● 服を着る順番が分からなくなる

● 外出先から一人で戻れなくなることがある

● 時間や場所が分からないことが増える

● 日常生活で介助が必要となる

● トイレの場所が分からずに失敗することが増える

● 尿意や便意を感じにくくなる

● 家族を認識できなくなってくる

● 言葉によるコミュニケーションが難しくなる

● ほぼ寝たきりの状態となる

方を工夫しましょう

の生活や金銭管理の方法など話し合う

けましょう

● 認知症の状態に合わせて、医療・介護サービスを上手に使いましょう

● 接し方や介護、医療について勉強しておく

● 家庭内での事故防止のため、住まいの環境を整えましょう

● 介護する家族の休息も大事にしましょう

● 自分の気持ちを話せる場所をつくりましょう

● しぐさ・表情・ボディータッチなど言葉以外の接し方を工夫し

本人を安心させましょう

出来ないこともある

けど、できることも

たくさんあることを

失敗した時、どうしていいか

分からないから、イライラする
症状が進んでも、

何もわからない人だ

と思わないで・・・

言葉で自分の思いを表現で

きなくても、表情や態度か

ら私の気持ちをくみとって

ほしい

● 地域で支える
・地域ケア会議 ・認知症カフェ

・地域福祉ネットワーク事業

・ほっと安心サポート事業

● 権利、資産管理を支える
・社会福祉協議会

・成年後見センター

・消費生活センター

ケアマネジャーがいない

地域包括支援センター 居宅介護支援事業所

ケアマネジャーに相談のうえ、

ケアプラン作成

「通いのサービス」
・デイサービス

・通所リハビリテーション（デイケア）

・ショートステイ

・認知症対応型デイサービス

・小規模多機能型居宅介護 など

「施設のサービス」
・特別養護老人ホーム

・老人保健施設

・グループホーム

「暮らしのサービス」
・福祉用具レンタル

・特定福祉用具販売

・住宅改修

「訪問のサービス」
・訪問看護

・訪問リハビリテーション

・薬の相談、管理

・訪問介護（ヘルパー）

● 介護保険サービス

● 高齢者福祉事業
・緊急通報装置の貸与

・外出支援サービス事業

・ショートステイ事業

● 家族を支える
・家族介護者交流事業

・オレンジの集い

● 高齢者向けの住まい
・軽費老人ホーム

・有料老人ホーム など

続けるために～

中等度 重度

対応の仕方などにより、穏やかな時と、強い抵抗や拒否が見られる時が

あります。対応方法の勉強や、周囲の協力者を見つける、専門医への相

談など、すべてを抱え込まないようにしましょう。

ケアマネジャーがいる

自分らしさを

尊重してほしい




